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１ 研究の概要

深い学びを実現させる
「問い」の工夫
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少子
高齢化

グローバル化

情報

性別
AI

産業 技術革新

環境問題

など
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「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善及び必要な方策等について（答申）補足資料」より
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学校教育目標

豊かな学びを基盤とし、高い志と確かな人間力を持つ実践力
に富んだ生徒の育成～高い学力・深い愛の心・堪え忍ぶ力～

主体的・対話的で
深い学び

六期コンセプトと連動した
生徒会活動の充実
※別紙参照

育成すべき汎用的な資質・能力

○生きて働く知識・技能
○未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力
○学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性等
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する昨年度
「主体的・対話的で深い学び」

を生み出す単元構想

課題
「めあて・課題」，「まとめ・振
り返り」の質の向上
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授業記録

課題
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深い学びを実現させる
「問い」の工夫
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問い
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問い

「問い」の工夫

などなど
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「問い」の工夫Ⅰ

「問い」の工夫Ⅱ

めあて，学習内容が生徒に届き，
共有させ，主体性を生むための
手立て・プロセス

深い学び（単元の目標の達成）に
迫るための手立て・プロセス
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めあて
学習内容

届く・共有

学習者

深

単元の目標 付けたい資質・能力

「問い」≒課題
「問い」の工夫Ⅱ

「問い」の工夫Ⅰ

主体的・対話的で深い学び
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２ 研究の方法

大分県教育委員会義務教育課
「新大分スタンダードのすすめ」より
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月に一度程度の公開授業→事後研

公開校内授業研修会

大学の教授
指導主事

他校の先生方
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授業記録

事後研の様子
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単元構想メモ  

                    

単元「                              」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③どのようなめあて、課題にするか 

（各教科の見方・考え方が働くもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④問題意識を持たせるために、どのような導入を図るか（③を届けるために） 

 

 

⑥使える資料は

何か。どこで使

うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦まとめの表現活

動をどうするか 

 

 

 

 

 

⑤どんな追及活動を行わせるか（言語活動含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②単元の最後に理解させたいこと、発言させたいことは何か 

（単元のゴール＋振り返りの視点） 

 

 

 

 

 

 

問いの工夫Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問いの工夫Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

①単元の目標は何か（資質・能力） 

 

 

 

 

 

単元構想メモ
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３ 指導案の見方
５ 単元指導計画（総時数 ６ 時間） 
単元を通しためあて「不平等感がない世の中にするには何が必要かを考える。」 

時間 めあて 学習活動 問いの工夫 振り返り 評 価
規準 

評価方法 

１ 不公平感を感じ
ることについて
考えることがで
きる。 

不平等感に関す
るアンケートの
結果を知り，社会
にある不平等に
ついて考える。 

「問い」の工夫Ⅰ
世間と学習者の考
えの一致から単元
のめあてを設定し
たり，学習者自身
が課題に対して，
学習の見通しを考
えたりすることで
(シラバス化)，学
習者の意欲を高め
る。 

色々な不公平
感を考えるこ
とができた。次
はその背景を
考えたい。 

ア １枚ポ ート
フォリオ 

２ 基本的人権の尊
重の内容を理解
できる。 

基本的人権につ
いて，知る。 

「問い」の工夫Ⅱ 
シ ラ バ ス をもと
に，学習者の振り
返りから疑問を抽
出し，そこから次
回のめあてを設定
したりすることで
主体的な学習を生
む。 
また，学習者の調
べたことや考えた
ことを比較させた
り，矛盾した内容
の資料を提示した

細かく基本的
人権について
理解したので，
次はそれに従
って，解決策を
考えたい。 

エ 

３ 
４ 

不 公 平 感 の 原
因・背景の情報
を調査すること
ができる。 

不平等感の原因・
背景の情報を収
集する。 

自分で調査す
ることができ
たので，みんな
と共有したい。 

ウ 

５ 
本時 

より良い社会を
つくるために大
切なことを考え
る こ と が で き

集めた情報をみ
んなで共有し，
様々な角度から
考察する。 

より良い社会
づくりのため
には，個人の尊
厳を意識する

イ 

「問い」の工夫Ⅰ

「問い」の工夫Ⅱ

単元を通しためあて，課題
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３ 指導案の見方
(3)本時における「問い」の工夫 前時の振り返りよりめあてを確認することで，主体性を生む。 
               マトリクス等の思考ツールを用い，調べた内容を比較させることで背

景・原因を捉え，根拠とすることで学習者の思考を促す。 
(4)展開 

学習活動 時

間 
指導 期待される学習者の反応 備考・評価 

１前時を振り返
り，本時の課
題を確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２各自で不平等

を感じること
について調べ
たことを共有
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３班で解決策を

考え，ホワイ
トボードを用
い，クラスで
共有する。 
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15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
27 
 
 
 
 
 

○前時の学習者の授業の振り返りの
中から，本時につながる内容のも
のを紹介し，本時のめあてを確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分が調べた不平等を感じる事象
について，「どんな場面で」・
「どんな権利が保障されていな
い」・「原因」という観点でグル
ープに情報を共有させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○マトリクス等の思考ツールを用
い，背景・原因を比較させながら
不平等な事象の解決策について考
えさせ，発表させる。 

〇すべての個人がお互いに尊重し合
うことを「個人の尊厳」というと

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・国民が意識できていない
ので，国民一人ひとりの
意識が変わらないといけ
ない。 

・少数派の想いを具体化す
るべきだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題：どうしたら不平等感を解消できるだろうか。 

どんな 

場面 

「男なのに」「女なの

に」など 

左 き き に 配 慮 さ

れていない物事 

障 が い 者 へ の 配

慮 

格差社会 

どんな 

権利 

平等権 平等権 平等権・社会権 社会権 

背景・原因 昔からの意識が残っ

ており，それが現代ま

で続いている。 

多数派に合わせ，

少 数 派 へ の 配 慮

が な さ れ て い な

い。 

多数派に合わせ，

少 数 派 へ の 配 慮

が な さ れ て い な

い。 

是正の仕組みが格差

を 解 消 で き て い な

い。是正の制度を知

らない。 

 

めあて：より良い共生社会をつくるために，意見を交流し，自身の考えを深めよう。 

「みんなが不平等・不当感を感じているが，解決する術を話し合
いたい。」「不平等感の解決の方法を考えるために，みんなの
意見を聞きたい。」という思いを全体で共有する。 

 

(6)学習観察の視点
・めあてと学習内容が学習者に届き，主体的に活動できていたか。
・自分たちで調べたことを比較しながら話し合う活動が，本時の
ねらいの達成に有効であったか。
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「問い」の工夫Ⅰ
学習者の興味・関心を高めるため
に，単元の学習計画を担当クラス
で話し合って立てさせる。担当ク
ラスが選んだ１０冊から魅力的だ
と感じた一冊を個人で選ばせる。
また，成果物を県立図書館に展示
することで意欲を高める。

「問い」の工夫Ⅱ
お薦めする物語の魅力に迫るため
にどのような読み方ができるかを
問い，共通教材を想起させたり，
他班の読みを参考にさせたりして
視点を広げさせる。

４

育成したい資質・能力
魅力的だと感じる物語の良さを伝える
ために，ストーリー以外の文章の工夫
を捉え，分類シールで可視化しながら
読むこと通して，文学的な文章の構成
や展開，表現の効果について根拠を明
確にして考えることができる。

１年生 国語

単元のめあて
お薦めする物語の魅力を根拠を明確にし
て伝えよう
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「問い」の工夫Ⅰ
社会と学習者の意識の差につい

て考え，学習者の疑問を生んだり，
学習の見通しを学習者とつくった
りして，主体的な学びを生み出す。

「問い」の工夫Ⅱ
振り返りでの新たな疑問を全体で
共有し，次の学習のめあてにつな
げることを単元で繰り返し，主体
的な活動を生むとともに，単元の
目標に迫る。

４

育成したい資質・能力
個人の尊厳や法の支配の知識や概念を習
得し，社会における課題を多面的・多角
的に考察し，公正に判断する力

３年生 社会

単元のめあて
より良い社会をつくるために大切なこと
を考えることができる
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「問い」の工夫Ⅰ
身のまわりの事象の問題を扱い，
ＩＣＴなどを用い，イメージをも
たせ，問題や課題をつかませる発
問を行う。

「問い」の工夫Ⅱ
・対話的な学びを通して，自分の
見方を増やしたり，新たな考えを
つなげたりする。
・表，式，グラフを相互に関連付
けさせる発問を行う。
・全体での交流や効果的な振り返
りを行う。

４

育成したい資質・能力
身のまわりの事象について，変化や対応
を調べ，関数関係を見出し，考察・表現
できる。

３年生 数学

単元のめあて
身のまわりの事象から関数関係を見つけ，
その関係を利用して問題を解決しよう。
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「問い」の工夫Ⅰ
なかま分けの基準について発問を
行うことで，分類に関する基本的
な概念の理解を深める。

「問い」の工夫Ⅱ
体のつくりに着目して
，分類の基準を考えたり，複数の
動物を比較し，共通点や相違点を
見出したりする。

４

育成したい資質・能力
見出した共通点や相違点を相互に関連
付け基準を設定することが分類には必
要なことを理解し，分類の仕方の基礎
的な技能を身に付け，自然界に様々な
動物が共存していることに気付くこと
ができる。

２年生 理科

単元のめあて
私たち動物の仲間はどのようになかま分
けができるのだろうか。
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「問い」の工夫Ⅰ
文章構成やつながりを意識し
たワールドカップで大分に来
県する国の紹介ブロシュアを
作成する。

「問い」の工夫Ⅱ
これまで学んできた構成や順
序を視点として，学習者同士
で意見を出し合い，英文を再
構成させる。

４
育成したい資質・能力
紹介したい国について，文と文とのつ
ながりや順序，構成を工夫したり改善
したりすることを通して，まとまりの
ある説明文を書くことができる
社会的な話題に関して聞いたりしたこ
とについて，考えたことや感じたこと，
その理由などを，簡単な語句や文を用
いて書くことができるようにする。
文学的文章の構成や展開，表現の効果
について根拠を明確にして考えること
ができる。

３年生 英語

単元のめあて
文の構成やつながりを意識して，紹介原
稿を見直し改善することができる。
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「問い」の工夫Ⅰ
座学中心の単元に実技を取り入れ，
理論だけでなく実践を伴う授業を
意図した。
発問を構造化することで理解を深
め，知識を実生活に活かせるよう
にする。

「問い」の工夫Ⅱ
座学中心の単元に実技を取り入れ，
理論だけでなく実践を伴う授業を
意図した。
発問を構造化することで理解を深
め，知識を実生活に活かせるよう
にする。

４

育成したい資質・能力
文化としてのスポーツの意義について理
解できるようにする。

３年生 体育

単元のめあて
文化としてのスポーツの意義を理解する。
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「問い」の工夫Ⅰ
磯野家を例に，実生活に活用でき
るチェックシートを作成する。

「問い」の工夫Ⅱ
既習知識を使ってチェックシート
を改善し，それを用いて，実際の
生活につなげる。

４
育成したい資質・能力
家族の生活と住空間との関わり，住居
の基本的な機能，家族の安全を考えた
住空間の整え方に関する知識及び技能
を身に付け，これからの生活を展望し
て，住生活の課題を解決する力を養い，
住生活を工夫し創造しようとする実践
的な態度を養う。

１年生 家庭

単元のめあて
住空間の整え方に関する基礎的・基本的
な知識を身に付け，健康・快適・安全な
住まい方を考えてみよう
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「問い」の工夫Ⅰ
合唱コンクールへの思いをク
ラスで共有し意欲を高める。
昨年度の演奏を聴き，音楽記
号の違いによって伝わり方や
表現の違いがあることに気づ
く。

「問い」の工夫Ⅱ
楽譜に音楽記号を付け，「歌
い方メニュー」を活用し，思
いの伝わる合唱にするために，
聴き合いながら練習する。

４

育成したい資質・能力
曲の背景や作者の心情から，どのよう
に歌いたいかという曲に対する自分の
思いや意図をもち交流し，音楽記号な
どを用いて歌唱表現を考え，試行錯誤
しながら練習する過程を通して，曲に
ふさわしい表現に近づけていくことが
できる。

１年生 音楽

単元のめあて
歌詞の内容や曲の背景，作者の心情が伝
わるような音楽記号を考え表現の工夫を
しよう。
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